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新型コロナウイルス感染症のため２年間中止となっていた， 

奈良・京都への「修学旅行」が５月１２日（木）～１４日 

（土）の２泊３日で実施されました。大きなケガや体調を崩 

すこともなく安定した３日間を過ごすことができたのは，日 

頃からのご家庭における，感染症対策やご支援のたまものと 

感謝しています。本当にありがとうございました。 

生徒たちは，２年生の時から実施できるかわからないという漠然とした不安を持ちなが

らも，事前学習や組織づくり，決めごとの確認など，長い期間をかけて準備をしてきまし

た。４月，最上級生になり修学旅行が実施できることが決まり，感染対策をしながら，当

日を迎えました。実施できることが当たり前ではないことを噛みしめながら，「結～歴史と

繋がり，仲間と繋がる」のスローガンのもと，全員で力を合わせた３日間となりました。 

１日目は奈良の見学です。日本で最初に世界文化遺産に 

登録された法隆寺を，ガイドさんの案内で回りました。奈 

良公園では，大仏さんのいる東大寺を中心に班ごとの見学 

を行いました。奈良までの道のりで，事故渋滞に巻き込ま 

れ雨も降る中での見学でしたが，実際に目にした仏像の表 

情，建築の精緻さなど多くの学びがありました。 

２日目はタクシーを使って，京都の自主見学です。金閣，銀閣，平等院や二条城など，

グループで相談して決めたコースを巡りました。自主見学後には，建仁寺で座禅体験を行

い，ご住職からは，１日１日の大切さや「人生そういうものだ」という考えを学びました。 

最終日は清水寺周辺の散策の日です。清水の舞台からの風景，二寧坂や産寧坂などの散

策，そして，八つ橋などのお土産を買ったりと，古都を堪能しました。 

コロナ禍のための制限はあったものの，学校としては， 

３年ぶりの修学旅行，３年生にとっては，入学して，初 

めて学年全員でのぞむ校外宿泊行事であり，その意味を 

理解し，感謝をしながら，自分たちの力で自分たちの旅 

行を成功させようと頑張っていました。敷島中の最上級 

生として，大きく成長を遂げた３日間でした。 
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３年生の修学旅行と同時に，１年生の宿泊学習が５月１１日（水）～１２日（木）に，

また２年生の山梨探訪が５月１２日（木）に行われ，それぞれ事前に学んだことを生かし

て，本年度，初めての校外行事を大成功させました。 

１年生は富士北麓地域を訪れました。心配されて 

いた天候にも恵まれ，１日目は富士山五合目での， 

フィールドワークや富士山レーダードーム館の見学 

を行いました。２日目は，宿舎に隣接したコースを 

使ってのオリエンテーリングにチャレンジしたり， 

鳴沢氷穴などを見学したりと，中身の濃い２日間を 

過ごしました。入学して１か月，準備にかけられる時間は決して十分ではありませんでし

たが，生徒も職員も本当によく努力しました。生徒たちはこの行事を通して，協力するこ

との大切さと楽しさを学び，新しい仲間と親睦を深め，１年生というチームとしての力を

高めることができたようです。 

２年生の山梨探訪は５月１２日（木），こちらも心配 

されていた天候にも恵まれた１日でした。生徒の実行 

委員会は「あじさい～凡事を徹底し，みんなで成長で 

きる山梨探訪にしよう～」とスローガンを掲げ，７台 

のバスに分乗し，それぞれ４２のグループがテーマに 

応じた見学コースを作って見学に臨みました。また， 

各係が決めた約束に則り，公共のマナーにも配慮しな 

がら自主見学を行いました。１年生から取り組んできた事前学習の成果をもとに，様々な

活動を行い，それぞれの地域の良さを発見したと思います。また，中堅学年としての自覚

を感じさせる行動ぶりだったとの報告をもらいました。２年生として，大きく成長した，

やまなし探訪でした。これからも中堅学年としての２年生に期待大です。 

 

 

 ５月２３日(月)に，３年ぶりに「小中合同引き取り訓練」を 

実施しました。引き取り訓練の前に，全校で地震想定の「避難 

訓練」も実施しました。まず，「自助（自分の命を守る）行動」 

である「SHAKE OUT（シェイクアウト）」訓練，その後「避難 

行動」と真剣に取り組んでいました。保護者の皆さまのご協力 

により，引き渡しも無事に終えることができました。ご協力ありがとうございました。 


